




Distribution of the Partitive Article in
French and Italian






北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 






Distribution of the Partitive Article  




要旨： The partitive article is peculiar to the French and Italian article system. We examine the 
syntactic distribution of the partitive article in the corpus (a French text and its Italian 
translation, an Italian text and its French translation, and the French and Italian translations 
of a Spanish text), taking into account the distributional correspondence between the partitive 
article and other articles, the null article included. We conclude that the French partitive 
article is a true article, while the Italian partitive article is considered to be a quantifying 
determiner. It is also shown that the partitive article has a close connection with other 
determiners, especially with the null article in Italian.  
 






























(Wagner et Pinchon 1991 :94)。定冠詞は定(défini) 3という意味以外には何らの意味的
要素も含まないため、指示される対象が明確に同定されるという条件が満たされれば、




能も併せ持っているという点である(Leeman 2004 :63)。 
 不定冠詞については、注記すべき点がある。英語やドイツ語とは異なり、複数形が
存在するのである。単数形については、他言語にも一般的に見られる特徴として数詞






                                                   
1 本研究は、平成 24 年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(C)（課題番号 22520381）による研
究成果の一部である。本稿の執筆にあたり、査読者から大変有益なコメントや誤り・不適切な表現の指
摘を数多くいただいた。ここに深く謝意を表するものである。  
2 このような見方はフランス語の冠詞の分析において支配的なものであり、Grevisse(1993), Wagner et 
Pinchon(1991), Leeman(2004)の他に、Deloffre et Hellegouarc’h(1988), Hollerbach(1994), Judge and 
Healey(1995), Price(2003)も同じ立場に立つ。Martinet(1979)は部分冠詞に関して、部分を表す« de »
と現働化詞(actualisateur)である定冠詞に分ける見方を提示している(p.45)が、基本的な考え方は共通し
ていると言える。  
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ともある(Wagner et Pinchon 1991 :97)。不定冠詞複数形は、複数という概念は表すも
ののそれは弱い性質のものであり、場合によっては「１」という数を排除しない





























Dardano and Trifone(1997)も基本的に同じように定義している。 








































(1) a. Preferite       burro     o     margarina? 
   より好みますか バターをあるいは マーガリンを 
b. Si è versato latte. 
  こぼれた  牛乳が 
 
                                                   
7 名詞がある種の修飾要素を伴う場合には、動詞の前でも無冠詞で生起することがある。  
 
 Latte  di questa qualità è raro. 




 Amici      così gentili   sono sempre graditi. 
友人たちは  これほど親切な  ～だ  いつも  ありがたい  
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(2) a. Ci sono   ancora giornali in edicola a quest’ora. 
      ～がある まだ  新聞が 売店に  この時間には 
   b. Mi  ha regalato rose. 
   私に 彼は贈った 薔薇を 
   c. Lavoravamo       per committenti occasionali. 











定冠詞 不定冠詞 部分冠詞 無冠詞 












(Renzi et al. 2001:pp.390-391)。  
9 Maiden and Robustelli(2000)は、部分冠詞が用いられる場合と無冠詞が用いられる場合で意味が異な
ってくる例をあげている(pp.76-77)。  
 
 a. Dava        del    lavoro ai ragazzi.  b. Dava     lavoro ai ragazzi. 
  彼は与えた(部分冠詞) 仕事 少年たちに     彼は与えた  仕事 少年たちに  
 「彼は少年たちに仕事を与えていた。」   「彼は少年たちをやとっていた。」  
 c. Dice      delle   bugie.              d. Dice    bugie. 
   彼は言う(部分冠詞) 嘘                   彼は言う   嘘  
 「彼は嘘を言っている。」        「彼は嘘つきだ。」  
 
部分冠詞が用いられた a,c の場合には名詞によって指示される実体を示すのに対し、無冠詞の b,d の場
合には名詞によって指示される概念に焦点があてられる。  













    合計    複数    単数 
  主語      67      66       1 
 倒置主語      43      37       6 
  目的語     210     165      45 
 前置詞句     116     111       5 
  属詞      40      34       6 
   名詞文      76      67       9 
  その他      14      11       3 






    合計    複数    単数 
  主語      55      54       1 
 倒置主語      35      34       1 
  目的語     358     332      26 
 前置詞句     177     174       3 
  属詞      44      37       7 
   名詞文      29      26       3 
  その他      30      29       1 
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(5) フランス語訳(アラトリステ)における部分冠詞の分布 
 
    合計    複数    単数 
  主語      18      18       0 
 倒置主語       8       8       0 
  目的語     107      99       8 
 前置詞句      75      68       7 
  属詞      17      16       1 
   名詞文      14      14       0 
  その他       5       5       0 







    合計    複数    単数 
  主語   140 (9.1)  138 (9.8)    2 (1.5) 
 倒置主語    86 (5.6)    79 (5.6)    7 (5.3) 
  目的語   675 (43.9)   596 (42.4)   79 (59.4) 
 前置詞句   368 (23.9)   353 (25.1)   15 (11.3) 
  属詞   101 (6.6)   87 (6.2)   14 (10.5) 
   名詞文  119 (7.7)  107 (7.6)   12 (9.0) 
  その他    49 (3.2)    45 (3.2)    4 (3.0) 




(7) a. …des étoiles      s’établirent  dans    leur mouvement éternel…. 
      星（部分冠詞）が  現れた    ～の中に  その永遠の運行      （主語） 
   b. …il y avait encore des embarras de voitures… 
     あった   まだ  車の混雑（部分冠詞）が                （倒置主語）  
   c. …les cordes…donnaient   de la force. 
    縄が   与えていた 力（部分冠詞）を           （直接目的語） 
   d. On peut s’arranger           avec des hommes des sections de combat… 
   折り合いをつけることができる ～と    戦闘班の連中（部分冠詞） 
（前置詞の目的語） 
   e. …ce    sont     des idées d’homme… 
   それは ～である 男の考え方（部分冠詞）                    （属詞） 
 
フランス語とイタリア語における部分冠詞の分布について             藤田 健 
   f. Des lumières de plus en plus nombreuses… 
   ますます増える光（部分冠詞）                                    （名詞文） 
   g. Combattre, combattre des ennemis qui se défendent, des ennemis éveillés ! 














    合計    複数    単数 
  主語       5       5       0 
 倒置主語       5       3       2 
  目的語      57      51       6 
 前置詞句       9       8       1 
  属詞       4       4       0 
   名詞文       1       1       0 
  その他       3       3       0 






    合計    複数    単数 
  主語       4       4       0 
 倒置主語      22      21       1 
  目的語      54      40      14 
 前置詞句      10       8       2 
  属詞       2       2       0 
   名詞文       5       5       0 
  その他       4       3       1 
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(10) イタリア語訳(アラトリステ)における部分冠詞の分布 
 
    合計    複数    単数 
  主語      0      0      0 
 倒置主語      1      0      1 
  目的語     14      9      5 
 前置詞句      2      2      0 
  属詞      0      0      0 
   名詞文      0      0      0 
  その他      0      0      0 







   合計   複数   単数 
  主語    9 (4.5)    9 (5.3)      0 
 倒置主語   28 (13.9)   24 (14.2)    4 (12.1) 
  目的語  125 (61.9) 100 (59.2)   25 (75.8) 
 前置詞句   21 (10.4)   18 (10.7)    3 (9.1) 
  属詞    6 (3.0)    6 (3.6)      0 
   名詞文    6 (3.0)    6 (3.6)      0 
  その他    7 (3.5)    6 (3.6)    1 (3.0) 




(12) a. perché  degli esseri che s’amano          sono davanti alla morte… 
   どうして 愛し合ってる人たち（部分冠詞）が   死に直面するのか   （主語） 
    b. ...c’erano stati degli screzi...  
           あった   異論（部分冠詞）が                             （倒置主語） 
   c. ...e    viene sempre  a portarci     dei regali...  
      そして 来る いつも 私たちにもって 贈り物（部分冠詞）を    （直接目的語） 
d. Viola        stava talvolta lontana  per    dei mesi…  
ヴィオーラは いた  時おり  遠方に  ～の間 何ヶ月もの（部分冠詞） 
 （前置詞の目的語） 
   e. Con tutto questo,              furono       degli ottimi genitori... 
   こうしたことすべてを含めて 彼らは～だった この上ない親（部分冠詞）（属詞） 
   f. ...: delle stuoie    per ripararlo dall’aria, un baldacchino, un braciere. 
    茣蓙（部分冠詞）  風を防ぐための           天蓋       付き添い（名詞文） 
フランス語とイタリア語における部分冠詞の分布について             藤田 健 
   g. ...stava    delle ore            a vederli     lavorare...  







































には見られない機能がある(Renzi et al. 2001:388)。このような性質が、無冠詞ではなく部分冠詞の生起
を決定づけていると考えることができる。  
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伊語 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語  47   4  26 0   9 8 
倒主  61  20  25 1   7   8 
目的 191  47  91 10  27 16 
前置 126   9  90 4  12 11 
属詞  39   2  34 2   0   1 
名詞  71   5  56 1   2   7 
他   9   3   6 0   0   0 
総計 544  90 328 18  57 51 
 
仏語 複数 単数 
伊語 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語 46   4 26   0   8   8   1   0   0 0  1   0 
倒主 58 19 25   0   7   7   3   1  0 1   0   1 
目的 152 38 78   0 22 14 39 9 13 10  5   2 
前置 117  7 84   3 12 11 9  2   6 1   0   0 
属詞 34   2 32   0  0   0  5  0   2 2   0   1 
名詞 63  5 49   1   1  7 8   0   7 0   1   0 
他   7  2   5   0   0  0  2   1   1 0  0   0 







伊語 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語   26    3   10   1    4    8 
倒主   50    4   32   4    7    3 
目的  289   45  195   5   34   10 
前置  205    5  161   6   22   11 
属詞   38    3   32   2    0    1 
名詞   37    1   31   0    4    1 
他   28    2   20   0    3    3 





フランス語とイタリア語における部分冠詞の分布について             藤田 健 
仏語 複数 単数 
伊語 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語 26   3 10  1 4   8   0   0   0   0   0   0  
倒主 47   3 32   3   7   2  3   1   0   1   0   1 
目的 270 41 183   5 31 10 19   4  12   0   3  0 
前置 195   5 153   6 20  11 10   0   8   0   2   0 
属詞  37   3 31   2   0   1   1   0   1   0   0   0 
名詞 32   1 26   0   4   1   5   0   5   0   0   0 
他  28   2  20   0   3   3   0   0   0   0   0   0 







伊語 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語    8    0    3    0    4    1 
倒主   21    0   15    1    1    4 
目的   86    9   61    0    8    8 
前置   75    0   54    3   14    4 
属詞   16    0   15    0    0    1 
名詞   14    0   12    1    0    1 
他    3    0    2    0    1    0 
総計 223    9  162    5   28   19 
 
仏語 複数 単数 
伊語 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語  8   0  3   0   4   1   0   0   0   0   0   0 
倒主 21   0 15   1   1   4   0   0   0   0   0   0 
目的  84   8 60   0   8   8   2   1   1   0   0   0 
前置  67   0 47   3  13   4   8   0   7   0   1   0 
属詞  15   0 14   0   0   1   1   0   1   0   0   0 
名詞 14   0 12   1   0   1   0   0   0   0   0   0 
他   3   0   2   0   1   0   0   0   0   0   0   0 
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(16) フランス語テクストの部分冠詞がイタリア語テクストに対応する形式の分布 
  a. 全体 
伊語 合計 部分冠詞 無冠詞 不定冠詞 定冠詞 他 
主語   81 (5.6)   7 (4.3)  39 (4.0)   1 (2.4)  17 (10.7)  17 (15.9) 
倒主  132 (9.2)  24 (14.8)  72 (7.4)   6 (14.6)  15 (9.4)  15 (14.0) 
目的 566 (39.3) 101 (62.3) 347 (35.7)  15 (36.6)  69 (43.4)  34 (31.8) 
前置 406 (28.2)  14 (8.6) 305 (31.4)  13 (31.7)  48 (30.2)  26 (24.3) 
属詞   93 (6.5)   5 (3.1)  81 (8.3)   4 (9.8)     0   3 (2.8) 
名詞  122 (8.5)   6 (3.7)  99 (10.2)   2 (4.9)   6 (3.8)   9 (8.4) 
他   40 (2.8)   5 (3.1)  28 (2.9)     0   4 (2.5)   3 (2.8) 
総計 1440 (%)  162 (%)  971 (%)   41 (%)  159 (%)  107 (%) 
 
 b. 複数形 
伊語 合計 部分冠詞 無冠詞 不定冠詞 定冠詞 他 
主語  80 (6.0)    7 (4.9)  39 (4.3)   1 (3.8)  16 (11.0)  17 (16.7) 
倒主 126 (9.5)  22 (15.4) 72 (7.9)   4 (15.4)  15 (10.3)  13 (12.7) 
目的 506 (38.2)  87 (60.8) 321 (35.4)   5 (19.2)  61 (41.8)  32 (31.4) 
前置 379 (28.6)   12 (8.4) 284 (31.3)  12 (46.2)  45 (31.0)  26 (25.5) 
属詞   86 (6.5)    5 (3.5) 77 (8.5)   2 (7.7)     0   2 (2.0) 
名詞 109 (8.2)    6 (4.2) 87 (9.6)   2 (7.7)   5 (3.4)   9 (8.8) 
他   38 (2.9)    4 (2.8)   27 (3.0)     0   4 (2.7)   3 (2.9) 
総計 1324 (%)  143 (%) 907 (%)   26 (%)  146 (%)  102 (%) 
 
c. 単数形 
伊語 合計 部分冠詞 無冠詞 不定冠詞 定冠詞 他 
主語    1 (0.9)     0     0     0   1 (7.7)     0 
倒主    6 (5.2)   2 (10.5)     0   2 (13.3)     0   2 (40) 
目的  60 (51.7)  14 (73.7)  26 (40.6)  10 (66.7)   8 (61.5)   2 (40) 
前置  27 (23.3)   2 (10.5)  21 (32.8)    1 (6.7)   3 (23.1)     0 
属詞    7 (6.0)     0   4 (6.3)   2 (13.3)     0   1 (20) 
名詞  13 (11.2)     0  12 (18.8)     0   1 (7.7)     0 
他    2 (1.7)   1 (5.3)   1 (1.6)     0     0     0 










フランス語とイタリア語における部分冠詞の分布について             藤田 健 
している例は 80 例観察される。このうちイタリア語で無冠詞となっているのは 52 例
で、最も多いのは直接目的語の 25 例(48.1%)、これに前置詞句 10 例(19.2%)、名詞文
10例(同)、属詞 5例(9.6%)と続く。イタリア語でも部分冠詞となっているのは 17例で、
このうち直接目的語が 12 例(70.6%)と圧倒的に多い。イタリア語で定冠詞となってい





ている例が 57 例である。前者については 8 例がイタリア語で無冠詞となっているのに
対し、後者ではイタリア語において不定冠詞となっているのが 25 例、無冠詞となって
いるのが 15 例、定冠詞となっているのが 8 例となっている。この事実は、イタリア語
において複数形における部分冠詞の使用がそれほど多くないことを示唆している。こ
れらの例における文法機能については、イタリア語で無冠詞及び定冠詞となっている
例では目的語である場合が最も多く、無冠詞単数形で 4 例、無冠詞複数形で 9 例、定
冠詞複数形で 6 例となっており、全体の傾向に合致していると言える。不定冠詞につ
いては最も多いのは前置詞の 11 例である 12。 
以下に、フランス語の部分冠詞がイタリア語の他の形式に対応している例を示す。 
 
(17) a. …, comme si d’immenses ombres     fussent venues parfois approfondir  
まるで   巨大な影（部分冠詞）が     来た       時々    深めに 
la nuit. 
夜を                                   
b. …, come se ombre immense       sopraggiungessero di tratto in tratto  
まるで  巨大な影（無冠詞）が       来た             時々     
ad incupire la notte. 
     暗くしに  夜を                        （主語） 
(18) a. Dans son poids, le corps, prêt à retomber à droite ou à gauche, trouvait  
      その重みの中に  肉体は  右にあるいは左に倒れそうになって  見出していた 
encore de la vie. 
なおも 生命（部分冠詞）を 
    b. Il corpo, in procinto di cadere a destra o a sinistra, trovava      ancora  
      肉体は    右にあるいは左に倒れそうになって     見出していた  なおも 
   una certa vita                 nel suo peso. 
   いくらかの生命（不定冠詞）を その重みの中に        （直接目的語） 
(19) a. ...il y aurait,   hélas ! des ensuite… 
        あることだろう ああ   続き（部分冠詞）が 
                                                   
12 可算名詞・不可算名詞の区別、並びに対応において数の変換が見られる例の観察の有効性は、査読者
の指摘によるものである。  
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    b. …purtroppo ci sarebbero stati i postumi…  
         ああ    あることだろう    影響（定冠詞）が        （倒置主語） 
(20) a. Mais qu’elle     discutât  en ce moment  sur       des droits  
       だが ～こと 彼女が 議論する      今       ～について 権利（部分冠詞） 
la      séparait       de lui  davantage. 
彼女を 切り離していた  彼から いっそう      
b. …, ma  il fatto che      essa discutesse  sui      suoi diritti  
        だが ～という事実は 彼女が 議論する ～について 自分の権利（所有形容詞）     
la     separava       ancor più da lui. 












伊語 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語   8.6  48.1   1.2  21.0  21.0 
倒主  18.2  54.5   4.5  11.4  11.4 
目的  17.8  61.3   2.7  12.2   6.0 
前置   3.4  75.1   3.2  11.8   6.4 
属詞   5.4  87.1   4.3    0   3.2 
名詞   4.9  81.1   1.6   4.9   7.4 
他  12.5  70    0   10   7.5 

































仏語 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語   2   2   0   0   0   0 
倒主   7   4   0   1   2   0 
目的  56  47   5   1   3   0 
前置   4   3   0   1   0   0 
属詞   3   3   0   0   0   0 
名詞   1   1   0   0   0   0 
他   3   3   0   0   0   0 
総計  76  63   5   3   5   0 
 
伊語 複数 単数 
仏語 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語  1   1   0   0   0   0   1   1   0   0   0   0 
倒主  6   4   0   0   2   0   1   0   0   1   0   0 
目的  53  44  5   1   3   0   3   3  0   0   0   0 
前置   4   3   0   1   0   0   0   0   0   0   0   0 
属詞   3   3   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0 
名詞  1   1   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0 
他   3   3   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0 
総計  71 59   5   2   5   0   5   4   0   1   0   0 
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仏語 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語  12  11   0   0   0   1 
倒主  12  12   0   0   0   0 
目的 54  48   1   0  3 2 
前置  11   9   1   0   0 1 
属詞   2   2   0   0   0   0 
名詞   5   5   0   0   0   0 
他   4   3   1   0   0   0 
総計 100  90 3 0   3 4 
 
伊語 複数 単数 
仏語 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語 11  10   0   0   0   1   1   1   0   0   0   0 
倒主 12 12 0   0   0   0   0   0   0   0   0   0 
目的 40 38 1   0 1   0 14 10   0   0   2   2 
前置  9   7   1   0   0 1  2   2   0   0   0   0 
属詞   2   2   0   0   0    0   0   0   0   0   0   0 
名詞 5   5   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0 
他   3  2   1   0   0   0   1   1   0   0   0   0 







仏語 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語    0    0    0    0    0    0 
倒主    0    0    0    0    0    0 
目的   11    9    0    0    1    1 
前置    2    0    1    0    0    1 
属詞    0    0    0    0    0    0 
名詞    0    0    0    0    0    0 
他    0    0    0    0    0    0 
総計   13    9    1    0    1    2 
 
 
フランス語とイタリア語における部分冠詞の分布について             藤田 健 
伊語 複数 単数 
仏語 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 合計 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0 
倒主   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0 
目的   8   7   0   0   1   0   3   2   0   0   0   1 
前置   2   0  1   0   0   1   0   0   0   0   0   0 
属詞   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0 
名詞   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0 
他   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0 






 a. 全体 
仏語 合計 部分冠詞 無冠詞 不定冠詞 定冠詞 他 
主語   14 (7.4)   13 (8.0)     0     0     0   1 (16.7) 
倒主  19 (10.1)   16 (9.9)     0   1 (33.3)   2 (22.2)     0 
目的 121 (64.0) 104 (64.2)   6 (66.7)   1 (33.3)   7 (77.8)   3 (50) 
前置   17 (9.0)   12 (7.4)   2 (22.2)   1 (33.3)     0   2 (33.3) 
属詞    5 (2.6)    5 (3.1)     0     0     0     0 
名詞    6 (3.2)    6 (3.7)     0     0     0     0 
他    7 (3.7)    6 (3.7)   1 (11.1)     0     0     0 
総計 189 (%)  162 (%)    9 (%)    3 (%)    9 (%)    6 (%) 
 
 b. 複数形 
仏語 合計 部分冠詞 無冠詞 不定冠詞 定冠詞 他 
主語  12 (7.6)   11 (7.7)    0     0     0   1 (33.3) 
倒主 18 (11.0)  16 (11.3) 0     0   2 (28.6)     0 
目的 101 (62.0)  89 (62.7) 6 (66.7)    1 (50)   5 (71.4)     0 
前置   15 (9.2)   10 (7.0) 2 (22.2)    1 (50)     0   2 (66.7) 
属詞    5 (3.1)    5 (3.5) 0     0     0     0 
名詞 6 (3.7)    6 (4.2) 0     0     0     0 
他 6 (3.7)    5 (3.5)   1 (11.1)     0     0     0 
総計 163 (%)  142 (%) 9 (%)    2 (%)    7 (%)    3 (%)  
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c. 単数形 
仏語 合計 部分冠詞 無冠詞 不定冠詞 定冠詞 他 
主語    2 (7.7)   2 (10.0)     0     0     0     0 
倒主    1 (3.8)     0     0   1 (100)     0     0 
目的  20 (76.9)  15 (75.0)     0     0   2 (100)   3 (100) 
前置    2 (7.7)   2 (10.0)     0     0     0     0 
属詞     0     0     0     0     0     0 
名詞     0     0     0     0     0     0 
他    1 (3.8)   1 (5.0)     0     0     0     0 









(26) a. ...sebbene   lui,  poverino,    ogni tanto  le    portasse  
それなのに 彼は かわいそうに    時折   彼女に 持ってきたのだった 
      dei mazzi di fiori o delle pelli pregiate. 
花束（部分冠詞）や貴重な毛皮（部分冠詞）を 
    b. ...le pauvre garçon,      pourtant,   lui     apportait     régulièrement  
そのかわいそうな少年は それなのに 彼女に 持ってきたのだった  定期的に    
   bouquets de fleurs et fourrures de valeur. 
花束（無冠詞）や貴重な毛皮（無冠詞）を          （直接目的語） 
(27) a. ...vivo          da molti anni   per     degli ideali       
私は生きている 何年もの間   ～のために 理想（部分冠詞） 
       che non saprei spiegare neppure a me stesso... 
        説明しかねる        自分自身でも 
     b. ...il y a bien des années que    je vis         pour       un idéal  
何年もの間        私は生きている ～のために  理想（不定冠詞） 
que je ne saurais pas m’expliquer…                         
        自分自身でも説明しかねる                  （前置詞の目的語） 
(28) a. Pronunciava     anche delle apologie degli uccelli... 
      述べるのであった  鳥たちの弁論（部分冠詞）も 
    b. ...il commença à prononcer l’apologie des oiseaux… 
        彼は述べ始めた         鳥たちの弁論（定冠詞）を    （直接目的語） 
(29) a. ...forse   la rivoluzione avrebbe ricacciato     nella sua solitudine  
        おそらく   革命は     投げ出そうとしている    彼の孤独の中に 
フランス語とイタリア語における部分冠詞の分布について             藤田 健 
   con       dei ricordi di omicidio. 
～とともに  殺人の思い出（部分冠詞） 
    b. …la Révolution allait peut-être rejeter         à sa solitude  
         革命は      おそらく投げ出そうとしている 彼の孤独の中に 
   avec       ses souvenirs d’assassinats. 








仏語 部分 無冠 不定 定冠 他 
主語  92.9    0    0    0   7.1 
倒主  84.2    0   5.3   10.5    0 
目的  86.0   4.6   0.8   5.8   2.5 
前置  70.6  11.8   5.9    0  11.8 
属詞  100    0    0    0    0 
名詞  100    0    0    0    0 
他  85.7  14.3    0    0    0 
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